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このコーナーへ載せる
イラストをお待ちして
います。どしどし応募
してください。

■サイズ はがき大

■応募先 役場企画課

― 主な内容 ―

�老人保健だより

�町消防団秋季検閲式

�水道の冬じたくは出来ていますか

など

かざわ　あい　ちゃん（
岡ノ
内）

そえた　なおき　くん（
新町
）

あべ　かざと　くん（
境）

さかえ　れみ　ちゃん（
大宮
）

東
京
か
が
み
い
し
会（
村
越
登
祐
会
長
）の
第
21
回
総
会
は
、
11
月
29
日

（
土
）、
午
後
１
時
か
ら
東
京
の
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
会
員
約
50
名
が
出
席
。
村
越
会
長
が「
ふ
る
さ
と
の
話
を
し

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。」と
あ
い
さ
つ
、続
い
て
ふ
る
さ
と
側
か
ら

木
賊
町
長
が「
皆
さ
ん
が
鏡
石
に
来
ら
れ
た
と
き
に
、
と
て
も
良
い
と
こ
ろ

だ
と
思
え
る
よ
う
な
、町
に
し
て
い
き
た
い
。」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
行
な
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た

会
員
の
皆
さ
ん
と
、
ふ
る
さ
と
側
の
出
席
者
の
間
で
、
な
つ
か
し
い
昔
話
な

ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

１
年
振
り
に
笑
顔
で
再
会

＝
東
京
か
が
み
い
し
会
総
会
＝

―高野池の白鳥―

久来石・笠石地区出身の皆さん久来石・笠石地区出身の皆さん久来石・笠石地区出身の皆さん久来石・笠石地区出身の皆さん久来石・笠石地区出身の皆さん久来石・笠石地区出身の皆さん久来石・笠石地区出身の皆さん久来石・笠石地区出身の皆さん久来石・笠石地区出身の皆さん久来石・笠石地区出身の皆さん久来石・笠石地区出身の皆さん久来石・笠石地区出身の皆さん久来石・笠石地区出身の皆さん久来石・笠石地区出身の皆さん久来石・笠石地区出身の皆さん久来石・笠石地区出身の皆さん久来石・笠石地区出身の皆さん

鏡田・高久田地区出身の皆さん鏡田・高久田地区出身の皆さん鏡田・高久田地区出身の皆さん鏡田・高久田地区出身の皆さん鏡田・高久田地区出身の皆さん鏡田・高久田地区出身の皆さん鏡田・高久田地区出身の皆さん鏡田・高久田地区出身の皆さん鏡田・高久田地区出身の皆さん鏡田・高久田地区出身の皆さん鏡田・高久田地区出身の皆さん鏡田・高久田地区出身の皆さん鏡田・高久田地区出身の皆さん鏡田・高久田地区出身の皆さん鏡田・高久田地区出身の皆さん鏡田・高久田地区出身の皆さん鏡田・高久田地区出身の皆さん

駅前地区出身の皆さん駅前地区出身の皆さん駅前地区出身の皆さん駅前地区出身の皆さん駅前地区出身の皆さん駅前地区出身の皆さん駅前地区出身の皆さん駅前地区出身の皆さん駅前地区出身の皆さん駅前地区出身の皆さん駅前地区出身の皆さん駅前地区出身の皆さん駅前地区出身の皆さん駅前地区出身の皆さん駅前地区出身の皆さん駅前地区出身の皆さん駅前地区出身の皆さん 成田地区出身の皆さん成田地区出身の皆さん成田地区出身の皆さん成田地区出身の皆さん成田地区出身の皆さん成田地区出身の皆さん成田地区出身の皆さん成田地区出身の皆さん成田地区出身の皆さん成田地区出身の皆さん成田地区出身の皆さん成田地区出身の皆さん成田地区出身の皆さん成田地区出身の皆さん成田地区出身の皆さん成田地区出身の皆さん成田地区出身の皆さん

間もなく寒い冬がやってきます。今年も高野池には、

冬の到来を告げるように、多くの白鳥が姿を見せ始め

ました。休日にもなると、白鳥に餌をあげようとする

家族連れや、高野池の景色を撮ろうとするカメラマン

など大勢の見物客で賑わっています。
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町
が
平
成
14
年
度
に
老
人
医
療

費（
71
歳
以
上
及
び
一
定
の
障
害

を
持
つ
方
は
65
歳
以
上
の
方
の
医

療
費
）と
し
て
医
療
機
関
等
に
支

払
っ
た
金
額
は
、
10
億
４,
０
０

０
万
円
で
す
。
現
在
の
高
齢
化
社

会
を
考
え
る
と
、
今
後
も
老
人
医

療
費
は
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
自
分
の
健

康
に
関
心
を
持
ち
、
病
気
予
防
や

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
医
療

費
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

国
全
体
の
医
療
費
を
見
る
と
、

平
成
13
年
度
の
国
民
医
療
費
は
31

兆
３,
０
０
０
億
円
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
う
ち
老
人
医
療
費
は
、

10
兆
７,
０
０
０
億
円
で
総
医
療

費
の
約
３
分
の
１
を
占
め
て
お
り

ま
す
。

町
の
平
成
14
年
度
一
人
当
た
り

の
老
人
医
療
費
は
67
万
８,
０
０

０
円
で
県
内
で
も
26
番
目
と
高
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

老
人
医
療
費
は
、
年
々
高
額
化

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

要
因
と
し
て
は
、

①
人
口
構
造
の
高
齢
化

②
生
活
習
慣
病
な
ど
慢
性
疾
患
患

１
人
当
た
り
の
老
人

医
療
費
は
67
万
円

者
の
増
加

③
医
療
の
進
歩
・
高
度
化
に
よ
る

費
用
の
高
額
化

④
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方（
病

院
の
か
け
も
ち
等
）な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
医
療
費
を
若
い

世
代
が
支
え
て
い
ま
す

老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
た
と
き
、
支
払
う
の
は
実
際

に
か
か
っ
た
医
療
費
の
１
割（
一

定
以
上
所
得
の
あ
る
方
は
２
割
）

だ
け
で
す
。
残
り
の
９
割
は
、
国

な
ど
の
公
費
や
国
民
健
康
保
険
、

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
で
負
担
し

て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
の
は
、

多
く
の
医
療
費
を
子
ど
も
や
お
孫

さ
ん
と
い
っ
た
若
い
世
代
の
人
た

―
老
人
保
健
だ
よ
り
―

こ
ん
な
に
支
払
う

老
人
医
療
費

１
年
間
で
10
億
４,
０
０
０
万
円

ち
が
、
保
険
税
と
し
て
負
担
し
て

支
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

一
つ
の
病
気
で
、
何
カ
所
も
病

院
を
渡
り
歩
い
て
し
ま
う
方
は
い

ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う
な「
重
複

受
診
」で
は
、
ど
の
病
院
で
も
同

じ
よ
う
な
検
査
が
行
わ
れ
る
た
め
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
同
じ
よ
う
な

治
療
法
や
薬
が
処
方
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な「
重
複
受
診
」を
繰

り
返
す
と
、
医
療
費
の
増
加
に
拍

車
を
か
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
多

種
多
量
の
薬
を
服
用
す
る
こ
と

で
、健
康
を
害
す
る
こ
と
も
あ
り
、

病
気
を
治
す
ど
こ
ろ
か
、
体
に
と

っ
て
危
険
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

自
分
が
信
頼
で
き
る「
か
か
り
つ

け
医
」を
き
め
て
、
安
心
し
て
病

院
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

病
院
渡
り
鳥
？

重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

「
チ
リ
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
、

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
ち
ょ
っ

と
ず
つ
で
も
医
療
費
が
節
約
で
き

れ
ば
、
町
全
体
で
は
か
な
り
の
額

が
節
約
で
き
ま
す
。
以
下
の
ポ
イ

ン
ト
を
、
も
う
一
度
見
直
し
て
医

療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

①
基
本
は
健
康
づ
く
り
で
す
。

普
段
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
や
十
分
な
休
養
・
適
度
な
運

動
を
行
い
、
健
康
を
増
進
し
て
発

病
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

②
通
院
が
日
課
や
楽
し
み
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

通
院
の
理
由
に
も
よ
り
ま
す
が
、

同
じ
月
内
に
何
度
も
通
院
す
る
と
、

そ
の
都
度
再
診
料
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
過
剰
な
通
院
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

③
医
療
費
が
２
倍
、
３
倍
に
な
る

受
診
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

病
院
を
変
え
る
と
、
検
査
・
処

置
・
投
薬
な
ど
を
最
初
か
ら
や
り

直
す
た
め
、
無
駄
な
医
療
費
を
増

や
し
ま
す
。
治
療
に
対
す
る
不
安

や
疑
問
が
あ
る
と
き
は
、
医
師
か

ら
説
明
を
受
け
て
納
得
し
て
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

④
時
間
外
は
割
高
な
の
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。

深
夜
・
休
日
・
時
間
外
に
受
診

す
る
と
大
幅
な
割
増
料
金
が
か
か

り
ま
す
。
や
む
を
得
な
い
場
合
を

除
き
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
薬
や
注
射
を
ね
だ
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

日
本
人
は
薬
に
頼
る
傾
向
が
強

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
薬
さ

え
飲
め
ば
治
る
と
い
う
安
易
な
考

え
は
や
め
、お
医
者
さ
ん
の
指
示
ど

お
り
に
正
し
く
服
用
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
健
康
診
断
を
定
期
的
に
受
け
て

い
ま
す
か
。

体
の
調
子
が
い
つ
も
と
違
う
と

思
っ
た
ら
早
め
に
受
診
し
、
早
く

直
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
病
気
の

早
期
発
見
の
た
め
健
康
診
断
は
定

期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
病

院
に
通
い「
治
療
」す
る
こ
と
は
当

然
の
こ
と
で
す
が
、
普
段
か
ら
気

軽
に
相
談
で
き
る「
か
か
り
つ
け

医
」を
持
ち
、「
治
療
」よ
り
も
病
気

に
な
ら
な
い
よ
う「
予
防
」に
努
め

る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
お
医
者
さ
ん
と
上
手
に
付

き
合
っ
て
、
明
る
く
楽
し
く
、
そ

し
て
元
気
に
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
。

�
問
い
合
わ
せ
先

町
民
課
　
�
62
―
２
１
１
２

「
予
防
」に
重
点
を
置
き
、

生
き
が
い
の
あ
る
毎
日
を

医
療
費
節
約
の
ポ
イ
ン
ト

老人受給者の推移（年間平均受給者数） 

老人医療費の推移 

14年 

13年 

12年 

11年 

10年 

14年 

13年 

12年 

11年 

10年 

1,527

1,692

1,520

1,429

1,361

1,046,621

1,149,895

1,019,352

968,999

951,334

単位：人 

単位：千円 

元気で毎日生活を送れるように（ふれあいスポーツ祭）

老人医療受給者で、医療費が高額になった場合、高額医療

費や食事代の負担が軽減される制度があります。役場町民課

へご相談ください。

�高額医療費

�入院時の食事代や差額ベッド代は対象となりません。

�月単位の計算となります。

�一定以上所得者が、12ヶ月間に４回以上高額医療費の支

給を受ける場合は、４回目から限度額が40,200円に引き

下げられます。

�入院時食事代

�一定以上所得者…各種控除後の課税所得が年額124万円以

上、かつ年収が夫婦２人世帯で637万円以上の人

�低所得Ⅱ…世帯主及び世帯全員が住民税非課税の人

�低所得�…世帯主及び世帯全員が住民税非課税かつ各種所

得等から必要経費を差し引いた所得が０円になる世帯に所

属する人

自己負担限度額（月額） 

一定以上 
所得者 

一　般 

低所得 

外来の限度額 
（個人ごとに計算） 

入院及び世帯ごとの限度額 

� 
� 

40,200円 

12,000円 40,200円 

72,300円 

15,000円 
24,600円 

8,000円 

実際に 
かかった 
医療費 

－ 361,500円 ×１％ ＋ 

（40,200円） ※ 

入院時食事療養費の自己負担 
（１日あたり） 

一定以上所得者及び一般 

90日を超える入院 
（過去12か月の入院日数） 

低所得� 

90日までの入院 

780円 

300円 

500円 

650円 
低所得� 

老人保健一口メモ
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�
功
労
賞
（
勤
続
20
年
以
上
）

本
　
部
　
副
団
長
　
　
小
林
勇
雄

�
勤
続
賞
（
勤
続
10
年
以
上
）

第
１
分
団
分
団
長
　
　
鈴
木
　
誠

第
６
分
団
分
団
長
　
　
仲
沼
義
徳

第
９
分
団
分
団
長
　
　
安
藤
利
幸

第
１
分
団
副
分
団
長
　
君
島
芳
和

第
７
分
団
副
分
団
長
　
高
原
嘉
隆

第
８
分
団
部
長
　
　
　
水
野
健
一

�
精
勤
賞
（
勤
続
７
年
以
上
）

第
２
分
団
副
分
団
長
　
小
貫
淳
一

第
５
分
団
副
分
団
長
　
根
本
洋
志

�
消
防
協
力
者

�
15
年
３
月
24
日
岡
ノ
内
地
内
の

火
災
に
際
し
、
発
見
・
初
期
消
火

な
ど
に
協
力
さ
れ
た
方

�
星
　
キ
ク
ヨ
（
岡
ノ
内
）

�
原
　
　
幸
子
（
岡
ノ
内
）

�
鈴
木
　
隆
夫
（
岡
ノ
内
）

�
鈴
木
勇
次
郎
（
岡
ノ
内
）

�
川
口
　
和
也
（
岡
ノ
内
）

�
渡
部
　
明
夫
（
岡
ノ
内
）

�
15
年
４
月
６
日
久
来
石
地
内
の

火
災
に
際
し
発
見
、
火
事
振
れ
に

協
力
さ
れ
た
方

�
金
沢
　
六
雄
（
大
池
）

�
15
年
５
月
11
日
不
時
沼
地
内
の

火
災
に
際
し
、
初
期
消
火
に
協
力

さ
れ
た
方

�
大
河
原
明
寛
（
不
時
沼
）

第
９
分
団
副
分
団
長
　
鈴
木
　
勝

第
２
分
団
部
長
　
　
　
木
賊
康
博

第
２
分
団
部
長
　
　
　
関
根
達
也

第
３
分
団
部
長
　
　
　
田
代
秀
明

第
４
分
団
部
長
　
　
　
榊
枝
　
信

第
５
分
団
部
長
　
　
　
滝
口
幹
弘

第
５
分
団
部
長
　
　
　
滝
口
幸
太

第
９
分
団
部
長
　
　
　
村
上
諭
司

第
４
分
団
班
長
　
　
　
木
村
　
誠

第
６
分
団
班
長
　
　
　
仲
沼
春
弥

第
８
分
団
班
長
　
　
　
味
戸
泰
憲

第
５
分
団
団
員
　
　
　
會
田
　
泰

第
７
分
団
団
員
　
　
　
渡
辺
光
徳

第
８
分
団
団
員
　
　
中
本
健
三
郎

消
防
団
員
は
、
万
が
一
、
地
震

や
火
事
、
洪
水
な
ど
の
災
害
が
起

き
た
時
に
地
域
の
方
々
と
協
力
し

人
命
救
助
を
行
な
う
ば
か
り
で
な

く
、
日
頃
か
ら
火
災
予
防
啓
発
運

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
に
は
各
地
域
に
約
２

０
０
人
の
団
員
が
い
て
災
害
に
備

え
て
い
ま
す
。
現
在
、
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
若
い

力
を
家
族
や
地
域
の
た
め
に
使
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課
　
�
62
―
２
１
１
１

11
月
３
日（
月
）、
午
後
10
時
か

ら
鏡
石
中
学
校
校
庭
に
お
い
て
、

団
員
や
女
性
消
防
隊
な
ど
約
２
０

０
人
が
参
加
し
、
平
成
15
年
度
町

消
防
団
秋
季
検
閲
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

式
で
は
、
真
島
鉄
夫
団
長
か
ら

「
町
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
欲
し
い
。」と

訓
示
が
あ
り
、
続
い
て
、
統
監
で

町
消
防
団
秋
季
検
閲
式

規
律
正
し
い
中
隊
訓
練
・
分
列
行
進
を
披
露
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町
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町
消
防
団
秋
季
検
閲
式

規
律
正
し
い
中
隊
訓
練
・
分
列
行
進
を
披
露

優
良
消
防
団
員
表
彰

一
般
表
彰

あ
る
木
賊
町
長
が「
町
民
の
安
全

の
た
め
、
団
長
を
中
心
に
活
躍
し

て
欲
し
い
。」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
各
種
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。（
表
彰
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。）

ま
た
、
当
日
は
、
通
常
点
検
、

機
械
器
具
点
検
が
行
わ
れ
た
後
、

消
防
団
員
に
よ
る
中
隊
訓
練
、
分

列
行
進
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
募
集

木賊統監の通常点検を受ける町消防団員

功労賞を受賞する小林勇雄副団長

消防協力者として受賞する原幸子さん

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に

な
る
と
、水
道
の
水
が
凍
っ
た
り
、

水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
が
破
裂
し
た

り
し
ま
す
の
で
、
次
の
と
こ
ろ
に

保
温
材
を
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

�
水
道
管
が
む
き
だ
し
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
。

�
北
側
に
あ
る
水
道
管
や
メ
ー
タ

ー
。

�
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ

る
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
。

ま
た
、
水
道
の
凍
結
を
防
ぐ
に

凍
結
防
止
に
は
、
水
道
管
の
水

抜
き
も
重
要
で
す
。
次
の
よ
う
に

処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
不
凍
止
水
栓
の
ハ
ン
ド
ル
を
回

し
て
（
旧
型
は
引
い
て
）
水
を
止

め
、
蛇
口
を
開
け
て
空
気
を
吸
わ

せ
水
を
抜
き
ま
す
。

②
遠
隔
操
作
型
水
抜
栓
は
レ
バ
ー

は
、
水
道
管
、
蛇
口
の
部
分
に
保

温
材
を
取
り
付
け
る
な
ど
し
て
く

だ
さ
い
。
保
温
材
に
は
、
取
り
付

け
が
簡
単
な
市
販
品
の
電
熱
線
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
身
近
な
も
の

と
し
て
古
毛
布
、
布
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
巻
き
付
け
、
濡

れ
な
い
よ
う
に
テ
ー
プ
な
ど
で
お

さ
え
て
く
だ
さ
い
。

水
道
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

水
道
管
の
水
抜
き
も

を
引
き（
又
は
、
回
し
て
）蛇
口
を

あ
け
空
気
を
吸
わ
せ
て
水
を
抜
き

ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

保
温
に
つ
い
て
は
濡
れ
て
い
な
い

保
温
材（
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
）

を
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
、
検

針
が
で
き
る
よ
う
に
上
面
を
開
け

て
ボ
ッ
ク
ス
内
に
入
れ
て
保
温
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
も
、

万
が
一
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
と

き
は
、
次
の
よ
う
に
対
応
し
て
く

だ
さ
い
。

�
不
凍
止
水
栓
の
位
置（
場
所
）を

前
も
っ
て
確
認
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。不
凍
止
水
栓
が
無
い
場
合
、

又
は
故
障
し
て
い
る
場
合
な
ど
は

町
指
定
給
水
装
置
工
事
業
者
で
取

り
付
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

�
不
凍
止
水
栓
で
水
を
止
め
、
町

指
定
給
水
装
置
工
事
業
者
に
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

�
メ
ー
タ
ー
が
破
裂
し
た
と
き
は

上
下
水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

町
上
下
水
道
課

�
62
―
２
３
４
８

�
62
―
２
１
１
９

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

参
加
者
は
改
正
内
容
を
熱
心
に

聞
き
、
最
後
に
は
活
発
な
意
見
交

換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

町
で
該
当
す
る
地
区
は
市
街
化

調
整
区
域
に
な
り
ま
す
。（
既
報

10
月
号
）

※
市
街
化
調
整
区
域
…
建
築
を
抑

制
す
る
区
域
で
あ
る
た
め
、
農
家

の
二
三
男
等
の
特
別
な
理
由
が
な

い
と
建
築
で
き
な
い
地
域

※
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

�
平
成
16
年
１
月
頃
　
意
見
を
反

映
し
た
案
の
公
表

�
平
成
16
年
３
月
頃
　
県
都
市
計

画
審
議
会
へ
の
付
議

�
平
成
16
年
５
月
　
決
定
、
施
行

�
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
県
中
建
設
事
務
所
　
建
築

住
宅
部
　
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ

�
０
２
４
―
９
３
５
―
１
４
６
２

町
都
市
建
設
課

�
62
―
２
１
１
６

用
途
地
域
の
指
定
の
な
い

区
域
に
お
け
る
建
ぺ
い
率
、

容
積
率
等
の
建
築
形
態
制

限
の
見
直
し
説
明
会

県
で
は
10
月
29
日（
水
）、
午
後

６
時
30
分
か
ら
町
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
に
お
い
て
用
途
地
域
の
指
定

の
な
い
区
域
に
お
け
る
建
ぺ
い
率
、

容
積
率
等
の
建
築
形
態
制
限
の
見

直
し
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。活発な意見が交換されました

項　目 改正前 改正後

建ぺい率 70％ 60％

容積率 400％ 200％

前面道路幅員容積率 前面道路幅員×6/10 前面道路幅員×6/10

道路斜線制限 ∠1.5 ∠1.5

隣地斜線制限 31ｍ＋∠2.5 20ｍ＋∠1.25

（鏡石町の場合）

布などを巻き付け、凍結を防ぎましょう

水道の冬じたくは

出来ていますか！
― 夜の冷え込みに注意 ―
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優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
や
、
技
術
者
の
養
成

等
に
功
績
が
あ
っ
た
方
に
、
県
が
表
彰
す
る
平

成
15
年
度
福
島
県
技
能
者
表
彰
式
が
11
月
20
日

（
木
）、
杉
妻
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
町
か
ら
は
、
長
年「
型
わ
く
工
」と
し
て
活

躍
し
て
き
た
橋
本
俊
雄
さ
ん（
旭
町
）が
福
島
県

卓
越
技
能
者
知
事
表
彰
を
、
ま
た
村
上

代
さ

ん（
旭
町
）が
職
業
能
力
開
発
事
業
功
労
者
と
し

て
福
島
県
知
事
感
謝
状
を
、
荒
川
秀
雄
さ
ん

（
不
時
沼
）が
認
定
職
業
訓
練
功
労
者
と
し
て
福

島
県
職
業
能
力
開
発
協
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。 現

代
の
名
工
の
功
績
を
讃
え
る

＝
県
技
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
表
彰
式
＝

秋
元
貴
亜
樹
君
と
慶
�
め
ぐ
み
さ
ん
入
選

＝「
税
に
関
す
る
作
文
」コ
ン
ク
ー
ル
＝

税
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
養
い
、
関
心
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
中
学
生
を
対
象
に「
税

に
関
す
る
作
文
」コ
ン
ク
ー
ル
が
県
主
催
で
行

わ
れ
、
県
内
１
３
０
校
の
中
学
校
か
ら
５,
２

９
４
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

鏡
石
中
か
ら
は
、
秋
元
貴
亜
樹
君（
３
年
）が

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
長
賞
、
慶
�
め
ぐ
み

さ
ん（
３
年
）が
須
賀
川
税
務
署
長
賞
を
受
賞
し
、

11
月
14
日（
金
）に
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
橋
常
章
県
税
部
長
、
大
槻
慎
一
須
賀
川
税
務

署
長
が
同
校
を
訪
れ
、
お
二
人
に
表
彰
状
と
記

念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

７

６

多
く
の
白
鳥
が
飛
来

＝
白
鳥
の
餌
贈
呈
式
／
表
彰
式
＝

11
月
17
日（
月
）、
高
野
池
で
白
鳥
の
餌
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
５
地
区
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
須
賀
川
、須
賀
川
中
央
、い
わ
せ
オ
リ
オ
ン
、鏡

石
、
矢
吹
ラ
イ
オ
ン
ズ
）会
長
か
ら
町
観
光
協

会
会
長
の
木
賊
町
長
に
、
く
ず
米
と
購
入
資
金

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
木
賊
町
長
か

ら
各
ク
ラ
ブ
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
高
野
池
で
は
今
年
も
飛
来
し
た
白
鳥

へ
の
餌
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町

産
業
課（
�
62
―
２
１
１
８
）ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

４

11
月
20
日（
木
）、
午
後
６
時
30
分
か
ら
町
公

民
館
に
お
い
て
、
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
約
５
０
０
名
の

観
客
が
集
ま
り
、
ウ
ク
レ
レ
漫
談
で
お
な
じ
み

の
牧
伸
二
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
お
笑
い
こ

そ
が
健
康
へ
の
近
道
」と
い
う
演
題
で
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
入
院
時
の
話
し
な
ど
を
、
ウ
ク
レ
レ

の
音
色
に
あ
わ
せ
な
が
ら
、
お
も
し
ろ
お
か
し

く
語
っ
た
軽
快
な
ト
ー
ク
に
、
観
衆
か
ら
は
大

歓
声
が
あ
が
り
楽
し
い
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
全
体
が
笑
い
で
溢
れ
る

＝
町
文
化
講
演
会
＝

５

健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん健康の秘訣を語る牧伸二さん

受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻受賞を喜ぶ橋本さん御夫妻

表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）表彰を受けた秋元さん（左から２番目）と慶�さん（右から２番目）

白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長白鳥の餌を受け取る木賊町長

ま
た
同
日
、
午
後
６
時

か
ら
鏡
石
舘
に
お
い
て
、

ふ
く
し
ま
駅
伝
選
手
団
解

団
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。式

で
は
、
佐
藤
靖
弘
監

督
か
ら
、「
み
な
さ
ん
の

サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
す
ば
ら

し
い
成
績
を
修
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
木
賊
町
長
、

木
原
秀
男
副
議
長
な
ど
か

ら
労
い
の
言
葉
が
あ
り
、

最
後
に
町
旗
が
、
斎
田
一

男
団
長
か
ら
木
賊
町
長
に

返
還
さ
れ
式
を
閉
じ
ま
し

た
。選
手
団
の
み
な
さ
ん
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
そ

し
て
、
た
く
さ
ん
の
感
動

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

鏡
石
幼
稚
園
で
は
、
11
月
４
日（
火
）、
午
前

９
時
か
ら
、
園
児
の
保
護
者
の
古
川
文
雄
さ
ん

（
南
町
）の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を
体
験
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
保
護
者
の
古
川
さ
ん
の
ご
好
意
で

畑
を
開
放
し
て
も
ら
い
、
快
晴
の
下
、
園
児
１

０
４
名
が
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
、
サ
ツ
マ

イ
モ
を
掘
り
出
し
ま
し
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
中

に
は
、
園
児
の
顔
ほ
ど
に
成
長
し
た
も
の
も
あ

り
、
そ
の
大
き
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
お
土
産
に
自
宅

に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

で
っ
か
い
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫

＝
鏡
石
幼
稚
園
＝

４
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

＝
ふ
れ
あ
い
の
集
い
＝

町
後
継
者
結
婚
相
談
所
主
催
に
よ
る「
ふ
れ

あ
い
の
集
い
」が
、
11
月
２
日
、
３
日
の
両
日
、

町
と
天
栄
村
の
羽
鳥
湖
高
原
レ
ジ
ー
ナ
の
森
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
後
継
者
花
嫁
対
策
の

一
環
で
、
今
年
は
、
町
内
の
独
身
男
性
10
名
と

県
内
外
の
独
身
女
性
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
木
工
教
室
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ

ー
テ
ィ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
行

い
、
２
日
目
は
蕎
麦
打
ち
体
験
や
高
久
田
地
区

の
果
樹
園
で
り
ん
ご
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
２
日
間
の
交
流
で
見
事
に
４
組
の
カ
ッ
プ

ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

３

２

大喜びでサツマイモを掘る園児大喜びでサツマイモを掘る園児大喜びでサツマイモを掘る園児大喜びでサツマイモを掘る園児大喜びでサツマイモを掘る園児大喜びでサツマイモを掘る園児大喜びでサツマイモを掘る園児大喜びでサツマイモを掘る園児大喜びでサツマイモを掘る園児大喜びでサツマイモを掘る園児大喜びでサツマイモを掘る園児大喜びでサツマイモを掘る園児大喜びでサツマイモを掘る園児大喜びでサツマイモを掘る園児大喜びでサツマイモを掘る園児大喜びでサツマイモを掘る園児大喜びでサツマイモを掘る園児

県
内
83
市
町
村
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ

た
第
15
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝

競
走
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）は
、
11
月
16

日（
日
）、
白
河
市
か
ら
福
島
市
ま
で
16
区

間
95
・
３
㎞
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
あ
い
に
く
肌
寒
い
天
気
で
し

町

の

名

誉

を

か

け

力

走

＝
第
15
回
　
ふ
く
し
ま
駅
伝
＝

１

た
が
、
本
町
チ
ー
ム
の
ラ
ン
ナ
ー
は
全
員

す
ば
ら
し
い
走
り
を
見
せ
ま
し
た
。
中
で

も
、
11
区
を
走
っ
た
円
谷
美
紀
さ
ん
と
15

区
を
走
っ
た
小
松
仁
美
さ
ん
は
、
区
間
賞

を
獲
得
す
る
な
ど
健
闘
し
ま
し
た
。結
果
、

総
合
で
16
位
、
町
の
部
で
は
７
年
連
続
入

賞
と
な
る
８
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者りんご狩りを楽しむ参加者

大健闘の町選手団のみなさん大健闘の町選手団のみなさん大健闘の町選手団のみなさん大健闘の町選手団のみなさん大健闘の町選手団のみなさん大健闘の町選手団のみなさん大健闘の町選手団のみなさん大健闘の町選手団のみなさん大健闘の町選手団のみなさん大健闘の町選手団のみなさん大健闘の町選手団のみなさん大健闘の町選手団のみなさん大健闘の町選手団のみなさん大健闘の町選手団のみなさん大健闘の町選手団のみなさん大健闘の町選手団のみなさん大健闘の町選手団のみなさん

新幹線、在来線の特急券、寝台券、座席指定券は鏡石駅でお求めくださいきっぷは鏡石駅で
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血
液
は
現
代
科
学
の
力
を
も
っ

て
し
て
も
人
工
製
造
は
不
可
能
で

す
。
こ
の
た
め
、
健
康
な
人
の
献

血
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
次
の
と
お
り
献
血
を

行
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�
日
　
時

12
月
15
日（
月
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分
�
場
　
所

鏡
石
保
健
セ
ン
タ
ー

�
献
血
の
種
類

�
２
０
０
�

�
４
０
０
�

�
成
分
献
血

�
献
血
で
き
る
方

採
血
基
準
表

の
と
お
り
で
す
が
、
過
去
に
輸
血

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
は
献
血

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
65
歳
以
上

の
方
に
つ
い
て
は
、
過
去
５
年
間

に
献
血
経
験
の
あ
る
方
に
限
ら
れ

ま
す
。

�

町
で
は
、
平
成
16
年
度
の
新
春

を
飾
る
恒
例
の
年
賀
交
歓
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

�
日
　
時

平
成
16
年
１
月
５
日

（
月
）

午
後
４
時

�
場
　
所

鏡
石
舘

�
会
　
費

２,
０
０
０
円

�
参
加
申
込
期
限

12
月
19
日

（
金
）

�
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
企
画
課
�
62
―
２
１
１
７

�
み
ん
な
の
造
形
教
室

�
日
　
時

12
月
７
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

�
講
　
師

絵
本
・
造
形
作
家

菊
地
　
清
先
生

�
内
　
容

「
森
の
ク
リ
ス
マ
ス
」

ク
リ
ス
マ
ス
に
ぴ
っ
た
り
の
紙
細

工
で
す
。
子
供
か
ら
大
人
の
方
ま

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�
読
み
聞
か
せ
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

�
日
　
時

12
月
13
日（
土
）

町
で
は
、
12
月
30
日
（
火
）
に

「
燃
え
る
ご
み
」の
特
別
収
集
を
実

施
し
ま
す
。

通
常
通
り
、
全
地
区
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収
を
行
い
ま
す

の
で
、
午
前
６
時
か
ら
午
前
８
時

ま
で
の
間
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
12
月
31
日（
水
）か
ら
１

月
４
日（
日
）ま
で
は
、
年
末
年
始

の
た
め
、
ご
み
処
理
場
が
休
み
と

な
り
ま
す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
は
、
ご
み
を
絶
対
に
出
さ
な
い

で
各
家
庭
で
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て
は
、

12
月
27
日
（
土
）
か
ら
１
月
４
日

☆ ★

「昔はとてもおてんばで、近所の男の

子と暗くなるまで野球や鬼ごっこをしてい

ました。」と話す石井さんは、10年前に白

河市から小栗山に嫁いできました。当時は、

結婚前に市街地に住んでいたので鏡石町の

自然の豊かさに驚いたそうです。

高校生の頃は、夏はキャンプ、冬はスキ

ーを楽しむかたわら、障害などを持つ小さ

いお子さんの世話をするボランティア活動

を行っていたそうです。最近は、子育てに

専念しており、時々、実家のピアノ教室の

手伝いをしているそうです。

最後に、まちづくりについて尋ねると、

「ピアノを弾いたりクラシックコンサート

にいったりすることが好きなので、町にも

演奏会ができるような文化施設があればい

いですね。」と話していました。

◇　◇　◇　◇　◇　◇
次回は、石井さんの紹介で仁井田の正木美和子

さんにリレーします。

小栗山

石 井 美 保さん

………○206

町民
リレー

町民課、税務課では、毎週金曜日午後７時15分まで窓口業務（証明書発行）を延長しています役場窓口延長業務http://www. town.kagamiishi. fukushima.jp/鏡石町ホームページ

献
血
に
協
力
を

図
書
館
か
ら

年
賀
交
歓
会
は

１
月
５
日（
月
）

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・

し
尿
く
み
取
り

午
前
10
時
30
分
か
ら

�
内
容

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

「
サ
ン
タ
さ
ん
を
探
そ
う
」、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー「
プ
レ
ゼ
ン
ト
プ
レ

ゼ
ン
ト
」ほ
か
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

時
期
ら
し
い
内
容
で
す
の
で
、
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

�
子
ど
も
映
画
会

�
日
　
時

12
月
21
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

�
内
容

く
ま
の
プ
ー
さ
ん「
み

ん
な
の
ク
リ
ス
マ
ス
」ほ
か

�
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ナ
ー

�
テ
ー
マ
は『
料
理
』

�
あ
ゆ
み
ら
い
会
員
募
集

（
日
）ま
で
は
年
末
年
始
の
た
め
休

業
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
業
者
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
�
62
―
２
１
１
５

元
気
の
で
る
幼
稚
園

＝
岡
ノ
内
幼
稚
園
＝

昨
年
６
月
に
始
ま
っ
た
、
わ
た

し
た
ち
の
学
校
シ
リ
ー
ズ
も
今
回

で
15
回
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
町
内
の
公
立
の
幼
稚
園
・
小
中

学
校
の
活
動
風
景
を
紹
介
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
町
民
の
方

か
ら
要
望
が
多
い
私
立
幼
稚
園
も

取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。そ
こ
で
、

今
月
号
で
は
、
現
在
、
３
歳
児
39

名
、
４
歳
児
59
名
、
５
歳
児
57
名

の
園
児
が
元
気
に
園
生
活
を
送
っ

て
い
る
岡
ノ
内
幼
稚
園
を
紹
介
し

ま
す
。

子
ど
も
の
幸
せ
を
一
番
に
願
い

「
あ
、
き
の
こ
の
お
う
ち
！
」園

を
訪
れ
た
お
子
さ
ん
の
目
に
飛
び

込
ん
で
く
る
の
が
、
ま
ず
、
き
の

こ
屋
根
園
舎
で
す
。
職
員
・
保
護

者
に
よ
る
愛
情
の
傘
の
下
、
子
ど

も
達
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
願
い
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

次
に
、
お
父
さ
ん
手
作
り
の
総
檜

造
り
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
広
い
園
庭

に
そ
び
え
る
の
が
見
え
ま
す
。
園

を
訪
れ
た
お
子
さ
ん
が
、
必
ず
か

け
寄
り
遊
ん
で
い
き
ま
す
。
子
ど

も
達
に
は
、
き
っ
と
、
木
と
お
父

さ
ん
方
の
心
の
温
も
り
が
伝
わ
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

園
で
は
、
一
人
一
人
の
お
子
さ

ん
が
主
役
で
あ
る
と
考
え
た
保
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。
運
動
会
や
発

表
会
で
は
、
ど
の
子
も
生
き
生
き

と
自
己
表
現
が
で
き
る
様
に
、
進

行
な
ど
も
子
ど
も
達
自
身
で
行
い

ま
す
。
誕
生
会
で
は
、
保
護
者
の

方
々
に
手
作
り
の
招
待
状
を
送

り
、
先
生
方
の
心
を
込
め
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
添
え
て
と
も
に
お
祝
い

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動

を
通
し
て
、
自
ら
も
周
り
の
人
に

心
配
り
が
で
き
る
人
間
に
成
長
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
園
庭
に
は
、

さ
く
ら
ん
ぼ
、
栗
の
木
が
生
え
、

様
々
な
環
境
を
通
し
て

ま
た
、
園
舎
脇
の
畑
で
は
、
毎
年
、

園
児
は
、
さ
つ
ま
芋
を
苗
植
え
か

ら
秋
の
収
穫
時
期
ま
で
大
切
に
育

て
ま
す
。
収
穫
時
は
、
ど
ろ
ん
こ

に
な
り
な
が
ら
、
さ
つ
ま
芋
を
掘

り
起
こ
し
、
落
ち
葉
で
焼
き
芋
を

楽
し
み
、
自
然
へ
の
感
謝
と
祈
り

を
学
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
、
何
を
成
す
に
も
健
康

が
一
番
と
男
性
専
門
講
師
に
よ
る

体
力
づ
く
り
や
、
開
園
当
初
か
ら

開
設
し
て
い
る
延
長
保
育
で
は
、

バ
ス
遠
足
、
手
作
り
お
や
つ
等
独

自
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
来
園
さ
れ
た
方
が

清
々
し
い
思
い
を
持
ち
園
児
が
元

気
に
す
ご
せ
る
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

幼
稚
園
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

�
62
―
２
１
１
５

読
み
聞
か
せ
を
や
っ
て
み
た
い

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
め
て

の
方
で
も
歓
迎
し
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
は
町
図
書
館（
�
62
―
１

２
８
８
）へ

項目

年　齢

体　重

成分献血 全血献血

血しょう
献血

200ml
献血

血小板
献血

400ml
献血

18～64歳 16～69歳18～54歳 18～69歳

男性　45㎏以上

女性　40㎏以上

男性
45㎏以上
女性
40㎏以上

男性
・
女性
50㎏以上

「あ！サイレンだ　火事かな」

火災出動のとき
ポンプ車・はしご車等のサイレンは

「ウーウーウーカンカンカン」

救助出動等（火災出動以外）のとき
救助工作車・ポンプ車のサイレンは、

「ウーウーウー」

�問い合わせ先 須賀川地方広域消防本部
警防課
電話　0248－76－3111

平成16年１月１日から

消防自動車の緊急出動時のサイレ

ン音が変わります。

消防署からお知らせ

今
回
の
記
事
は
、
岡
ノ
内
幼
稚
園

か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん美保さん（中央）とお子さんの智大（左）くんと優音（右）くん

元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園元気いっぱい岡ノ内幼稚園

体操の先生と皆で楽しく

採血基準表
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慶弔 10月受付分

１月

�子ども映画会　
13：30～
図書館

　地区　　赤ちゃん　　お父さん　　お母さん 

笠　石　古 川 芽 依　文　雄　幸　江 

鏡石１　� 田 　 涼　藤　雄　久　子 

鏡　田　関 　 涼 太　祐　二　幸　代 

　〃　　菅 原 悠 那　千　尋　恵　子 

成　田　添田華保乃　　務　　久美子 

旭　町　北 風 光 稀　岳　史　久美子 

さかい　佐 藤 亜 海　正　広　恭　代 

 

 

　地区　　花むこさん　　花よめさん 

鏡石４　向 田 　 明　友紀恵（石井） 

　〃　　田 代 武 芳　美由紀（中村） 

　〃　　遠 藤 　 敏　睦　美（石井） 

高久田　倉 田 知 典　美　江（佐久間） 

旭　町　面 川 秀 幸　麻　紀（ 中 ）

 

 

　地区　　　　　氏　　名　　　　年齢　 

久来石　　 古　川　賢　一　　　44　 

鏡石１　　 小　林　イ　チ　　　98 

鏡石２　　 西　村　健　司　　　56 

　〃　　　 大河原　ク　マ　　　91 

成　田　　 松　本　達　彌　　　78 

　〃　　　　　　田　富　子　　　76 

　〃　　　 村　越　勝　衛　　　81 

旭　町　　 櫻　田　誠　次　　　78

い め 

た りょう 

み つぐ 

すず 

な ゆう 

き みつ 

の か ほ 

火災・救急事故 今月の納税 人口と世帯数 交 通 事 故  

広報かがみいし　2003年12月

11 10

（15. 10. 31現在）

件　数 75件 （78）

死　者 ３人 （３）

傷　者 93人 （104）

（ ）は前年同期の件数

～死亡事故０日数　42日～

（15. 10. 31現在）

火　災 24件 （10）

救　急 354件　（339）

（ ）は前年同期の件数

～ その油断　火から炎へ　災いへ ～

（全国統一防火標語）

�固 定 資 産 税 ３期
�国民健康保険税 ７期
�上下水道使用料 10・11月分
の納入期限は12月25日（木）です。

◇　◇　◇　◇　◇

下記の金融機関での口座振替が便利です。
すかがわ岩瀬農協鏡石支店・須賀川信用金庫各
店・東邦銀行各店・大東銀行須賀川支店・福島
県商工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局

（15. 11. 1現在）

12,728人（＋18）

6,229人（－１）

6,499人（＋19）

3,836世帯（＋２）

（ ）は前月との比較

発行/鏡石町　〒969-0492 福島県岩瀬郡鏡石町不時沼345 �（0248）62－2111

日

広報かがみいし　平成15年12月

月 火 水 木 金 土

�心配ごと相談
13：30～15：30
勤青ホ
�太極拳教室
15：00～17：00
公民館
�みんなの造形教室
13：30～
図書館

�バウンドテニス
教室
19：00～21：00
鳥見山体育館
�よちよちクラブ
10：00～11：30
鏡保セ

�年末年始の交通事故
防止県民総ぐるみ運
動（1月7日まで）
�健康栄養相談
10：00～11：30
勤青ホ
�水泳教室
すいすい

�健康セミナー
（一日赤十字と健康講演）
13：30～15：30
勤青ホ
�ピヨピヨクラブB
10：00～11：30
児童館
�水泳教室
すいすい

�保育所おゆうぎ会
�読み聞かせ会ス
ペシャル
10：30～
図書館

�子ども会ウィン
ターカップ
9：00～
鳥見山体育館

�献血
9：30～16：00
鏡保セ
�花いっぱい運動
表彰式
10：30～公民館
�バウンドテニス教室
19：00～21：00
鳥見山体育館

�ピヨピヨクラブA
10：00～11：30
児童館

�健康栄養相談
10：00～11：30
勤青ホ
�3～4か月児健康診査
13：30～14：00
公立岩瀬病院
�寿大学学級生まつり
10：00～ 公民館
�水泳教室
すいすい

�水泳教室
すいすい

�心配ごと相談　
13：30～15：30
勤青ホ

�子ども映画会　
13：30～
図書館

�よちよちクラブ
10：00～11：30
鏡保セ

�天皇誕生日
�子ども会創作教室
9：30～
公民館
�町民プール開館日

�健康栄養相談
10：00～11：30
勤青ホ
�１歳６か月児健
康診査
13：15～14：00
鏡保セ
�こん糖ろーる学習会
9：00～11：00
勤青ホ

�ピヨピヨクラブB
10：00～11：30
鏡保セ

�仕事納め
�児童館体験旅行

�年末燃えるごみ
特別収集日
（通常どおり収
集します）

�年末年始のため
ごみ収集は１月
４日まで休み

�元旦

�健康栄養相談
10：00～11：30
勤青ホ

�児童館新年パー
ティ

13121110987

20191817161514

27262524232221

28

※ 勤青ホ＝勤労青少年ホーム　　鏡保セ＝鏡石保健センター

�仕事始め
�年賀交歓会
16：00～
鏡石舘

�ピヨピヨクラブA
10：00～11：30
鏡保セ
�町民プール開館日

�１・２歳児健康
相談
9：30～10：00
鏡保セ

須
賀
川
地
方
休
日
夜
間
急
病
診

療
所
で
は
、
須
賀
川
医
師
会
・
薬

剤
師
会
の
協
力
に
よ
り
小
児
の
初

期
救
急
医
療
体
制
を
充
実
さ
せ
た

診
療
を
試
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

�
試
行
期
間

平
成
15
年
12
月
７

日
（
日
）
〜
平
成
16
年
３
月
28
日

（
日
）

�
診
療
時
間
及
び
体
制
（
日
曜

日
・
祝
日
診
療
）

①
午
前
９
時
〜
正
午
　
現
行
ど
お

り
、
医
師
会
員
が
当
番
制
で
診
療

し
ま
す
。

②
午
後
２
時
〜
午
後
５
時
　
新
た

に
診
療
時
間
を
設
け
ま
し
た
。

主
に
小
児
科
医
と
内
科
・
小
児

古紙100％再生紙

4 5 6 7 8 9 10

29 30 31
1 2

12月の情報カレンダー

毎週金曜日19時～　鏡石町営鳥見山体育館よさこい踊り練習日

12月20日（土）午後１時30分～３時30分まで　町勤労青少年ホームで開催町民相談日程

科
専
門
医
が
診
療
し
ま
す
。

③
午
後
６
時
〜
午
後
９
時
　
現
行

の
診
療
時
間
を
１
時
間
繰
り
上
げ

ま
し
た
。

※
今
回
の
休
日
夜
間
急
病
診
療
所

診
療
体
制
の
充
実
は
、
須
賀
川
市

内
の
二
次
病
院
の
休
日
に
お
け
る

混
雑
緩
和
を
目
的
と
し
て
、
地
元

医
師
会
と
協
議
し
た
結
果
、
原
則

と
し
て
患
者
さ
ん
が
病
院
に
行
か

れ
る
前
に
休
日
夜
間
急
病
診
療
所

で
受
診
し
、
二
次
病
院
で
の
対
応

が
必
要
な
場
合
は
、
紹
介
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

須
賀
川
地
方
休
日
夜
間
急
病
診
療

所（
須
賀
川
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

�
76
―
２
９
８
０（
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
）

須
賀
川
地
方
休
日
夜
間

急
病
診
療
所
か
ら

町では、福島民報新聞の記事と一緒に町内の情
報を「鏡石町ｆメ－ル」としてEメ－ルで毎週木曜
日に配信しています。どなたでもサ－ビスを無料
で受けられますので、ぜひ登録してご覧ください。
�購読申込み「福島県のｆメ－ル」ホ－ムペ－ジ
にアクセスして鏡石町のペ－ジを開き「ｆメ－ル
登録申込み」から申込んでください。
http://www.fukushima-minpo.co.jp/fml/
�問い合わせ先 福島民報社メディア企画部
024（531）4167

「ふるさとメール」に登録を

福島県では、現在、生後６か月から７か月のお子さんに受けていただいている、
神経芽細胞腫（おなかにできる小児がんの一種）検査を休止することとしました。

厚生労働省が設置した「神経芽細胞腫マス・スクリーニング検査のあり方に関
する検討会」では
①乳児の神経芽細胞腫は他のがんと異なり、がんが自然に小さくなって消えてし
まうことがあることがわかってきたこと。
②この検査のおかげで、神経芽細胞腫によって亡くなる子供が減少しているかど
うかは、今のところはっきり言えないこと。
から検査事業は休止すべきとの報告書が出されました。
これを受けて厚生労働省では、検査事業を休止することとされ、本県において
も検討会の報告や国の方針を踏まえ、休止することとしました。

すでに検査セットの配布を受けている平成15年７月31日までに生れたお子さ
んが対象となります。
検査を希望する方は、（財）福島県保健衛生協会（検査機関）に平成16年１月31
日（必着）までに検査容器を送付して下さい。
（※平成16年２月１日以降に送付された検査容器は、検査できませんので、十分
注意してください。）

上記に該当しない方は、お手数ですが検査セットを各自で廃棄していただきま
すようお願いいたします。

今後、わが国では、この病気によって亡くなる子どもを減らす努力として、検
査の実施時期に関する研究や進行した神経芽細胞腫の研究等について取組が進む
ことになります。
神経芽細胞腫マス・スクリーニング検査についての問い合わせ先
�福島県保健福祉部自立支援領域子育て支援グループ　
電話　024－521－7175
�県中保健福祉事務所
電話　0248－75－7809

神経芽細胞腫に関する今後の取組みについて

すでに検査セットを配布されたお子さんの場合

神経芽細胞腫の検査の受付は平成16年１月31日までとします

神経芽細胞腫検査事業を休止する理由

神経芽細胞腫検査事業が休止になります

�町図書館年末年始休館日　12月29日（月）から１月５日（月）まで。図書の返却は返却ポストで
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